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General Session Day 1

Tokyo



アジェンダ – Day 1（10月31日） 
セミナールーム (定員70) トレーニングルーム (定員30)

10:00-10:30 受付
10:30-11:40 ジェネラル セッション – Day 1
11:40-13:15 休憩
13:15-14:00 Autodesk Construction Cloud APIのご紹介 Inventor SDKを用いたAPIカスタマイズ開発再入門
14:00-14:15 休憩
14:15-15:00 Parameters API - 共有パラメータのクラウド管理 Data Exchange 概要
15:00-15:15 休憩
15:15-16:00 大規模モデルとAutodesk Viewer モデル プロパティAPI
16:00-16:15 休憩
16:15-17:00 Revit モデルをクラウドに接続する Fusion 360 API アップデート

凡例： 製造共通 建設

QRコード受付は明日も必要です
ご協力をお願いいたします



展示エリア

Elevator

セミナー
ルーム

受付カウンター

トレーニング
ルーム





免責事項
本イベントでのプレゼンテーションには、当社の見通し、将来の実績および関連する仮定、獲得可能な最大市
場規模、買収、製品および製品能力、戦略に関する将来の見通しに関する記述が含まれる場合があります。こ
れらの記述は、現在判明している要因に基づく当社の最善の判断を反映したものです。実際の出来事や実績は
大きく異なる可能性があります。当社の実績が将来の見通しに関する記述と異なる原因となりうる重要なリス
クおよびその他の要因については、 www.sec.gov で入手可能な最新の Form 10-K および Form 10-Q を含
む当社の SEC 提出書類をご参照ください。

これらのプレゼンテーションにおける将来の見通しに関する記述は、プレゼンテーション実施日当日時点での
ものです。 これらのプレゼンテーションが実施日当日時点以降に見直される場合、たとえその後当社が当社の
Web サイトその他で利用可能にしたとしても、それらのプレゼンテーションには最新または正確な情報が含ま
れていない可能性があります。当社は、将来の見通しに関する記述を更新または修正する義務を一切負いませ
ん。

当社の製品およびサービスに関する計画済みまたは将来的な開発努力に関する記述は、製品、サービス、また
は機能が将来利用可能になることを約束または保証することを意図したものではなく、単に当社の現在の計画
を反映したものであり、現在当社が把握している要素に基づくものです。これらの記述に依存して購入の意思
決定を行うべきではありません。

注意：すべてのオートデスクのコンテンツは所有権で保護されています。許可なくコピー、投稿、配布しない
でください。

http://www.sec.gov/


Design & Make 
（デザインと創造）
プラットフォーム ビジョン

データ戦略

アジェンダ



最高速度:
127Km/h(79Mile/h)

燃費:
12-15Km/ℓ
(29-37Mile/Gallon)

最高速度:
249Km/h(155Mile/h)

燃費:
11Km/ℓ

(28Mile/Gallon)

最高速度:
230Km(143Mile)

燃費:
31Km/ℓ

(75Mile/Gallon)

※ 1 Mile ≒ 1.6 Km、1 Gallon ≒ 3.785ℓ







開発者と共に未来を築く

ERP/CRM/ACC 統合 コンフィギュレーター & 
設計の自動化

カタログ

ダッシュボード デジタルツイン プレファブリケーション AR/VR



ERP/CRM/ACC 統合 コンフィギュレーター & 
設計の自動化

カタログ

ダッシュボード デジタルツイン プレファブリケーション AR/VR

なぜお客様とパートナーは APS を使用するのか



なぜお客様とパートナーは APS を使用するのか

デジタル
トランスフォーメーション



オートデスクのお客様は意欲的

データ管理と解析への投資を
計画しているお客様の割合

70%

プロジェクトの成果を出す
テクノロジーに投資

74%



デザインと創造 プラットフォーム



オートデスク プラットフォーム





開発者のための
デザインと創造データ



SW8P（“SWOOP”）- クラシックから統合データ管理へ
BMW スマート･ワールドワイド･オブジェクト指向プラットフォーム

外部プラットフォーム
外部一時レンタル CDE（Think Project、PKMなど）＋PW

データ冗長性
内部と外部、PI と TP 間の手動データ転送

フォルダ ベース
個々のフォルダと構造へ保存

サイロ化
内部の、部門固有の、排他的な仕事

内部ライフサイクル プラットフォーム
End-to-end VM4 application for project and operation

データ継続性
データ プラットフォームと自動データ転送

メタデータ ベース
メタデータ ベースの保存とデータ管理

統合型
社内・社外向け部門間統合ソリューション

FROM… TO…

AIF – BMW Integrated Lifecycle | 10.05.2023



BIM データに基づく建築資産のライフサイクルにわたる
建築・工場の「資産管理」のための中央プラットフォーム

ビジョン

構造
マスターデータモデルによる基本構
造（地域 ＞ 所在地 ＞工場）

基本モジュール
すべてのビューにもある基本機能
(構造、GIS、ビューア、検索など)

接続
すべてのコンテンツはネットワーク
化されて、例えば、メンテナンスの
メッセージがモデルや評価、その他
のアプリに表示される

BIM の手法は資産のライフサイクル全体におけるデジタルツインの出現の基礎を形成し、
明確な標準と、あらゆる視点からの適切な入力を可能にする単一の真実源としての中央プラットフォームによって支えられている

コアデータ
各拠点にまたがる

情報とデータの維持と取得

アプリ
必要に応じて新しい

アプリやアップデートをロード

ダッシュボード
サイトの包括的な情報のための

カスタマイズ可能なダッシュボード

AIF – BMW Integrated Lifecycle | 10.05.2023



デザインと創造 プラットフォーム



• 非効率なプロセス＋ワークフロー
• データのサイロ化
• データ標準化の欠如

• 膨大なファイルベースの受け渡し
• “点から点の” ソリューション
• 知的財産権への懸念

• バラバラなデータ体験
• 製品間の壁
• 制限付きアクセス制御

収束コラボレーション自動化



Autodesk 
Data Access

Autodesk 
Data Exchanges

Autodesk
Data Model

データ アクセスし易さ相互互換性粒状化



DATA MODEL

粒状化



基準となる
コラボレーションがない

コストのかかる
転送、翻訳、保存

バージョン管理の
オーバーヘッド

機密データが関係者に
漏洩

ファイルベースの
コラボレーションは苦痛...



標準化された
コラボレーション モデル

効率的な
データアクセスと操作

適切なデータを
適切なタイミングで

適切なデータを
適切な人に

設計から製造までの
データ管理を
改善する必要

詳細を見る
翻訳結果

翻訳の結果

効率的なデータアクセスと操作

詳細を見る
翻訳結果

翻訳の結果

効率的なデータアクセスと操作

https://translate.google.co.jp/details
https://translate.google.co.jp/details


ファイルを価値あるデータ断片に分割 …



ファイルを価値あるデータ断片に分割 …



... そしてそれをクラウドに保存して管理



共同作業の複雑さを軽減します…



3rd-party app

...チームが使用するツール間で共同作業する方法を標準化



…あらゆるデザイン製造業界向けのデータ モデルを構築

Manufacturing
Data Model

M&E Data Model AEC Data Model



O P E R A T E

P L A N

D E S I G N

B U I L DDESIGN

M A K E

OPERATE PRE-PRODUCTION

PRODUCTION

POST-PRODUCTION

インダストリー（業界）を問わず、いつでもどこでも利用可能
Autodesk プラットフォームは基盤を提供 …

AUTODESK DATA MODEL
リアルタイム粒状データ



DATA EXCHANGE

相互互換性



V2

組織間のデータ移動は大変な作業 …

ACME Inc
V1

Globex Corp (ファブリケータ)

Best Corp (設置業者)



選別されたデータ交換を通じて
適切なデータを適切な相手に...

Globex CorpACME Inc

AUTODESK DATA EXCHANGE



クラウド上のソースデータによる標準化されたコラボレーション



Now



Next



大規模なコンバージェンス（収束）の実現
業界内および業界を超えたお客様の重要なワークフロー用のコネクター

Architecture, 
Engineering & 
Construction

Product Design
& Manufacturing

Media & 
Entertainment

A P I s

• デザイン検証

• 見積り

• サステイナビリティ解析

ワークフロー

• 部品表

• 製品ライフサイクル管理

• 産業建設

ワークフロー

• コンセプトの視覚化

• シーン構成

• 編集と VFX のコーディネーション

• 見積り算出

• プロジェクト スケジュール

• 品質ダッシュボード

ビジネス
アプリケーション

ワークフロー

ワークフロー



DATA ACCESS

データ アクセスのし易さ



一貫性のないアクセス体験

切断されたデータソース

限定された
ナビゲーションとデータの発見し易さ 



新しい
データ アクセス
パラダイム

独自データへの
アクセス

共通データ体験



まもなく登場!

1. 統合 API
2. ジオメトリと要素のメタデータ
3. コネクタ - IFC、

SOLIDWORKS®、PowerBI、
BIM360

4. 双方向性（書き戻し）

1. Data Exchange -読み取り API
2. Data Exchange - .NET SDK
3. コネクタ – Rhino、Revit、

Power Automate、Dynamo、
Grasshopper、Inventor、
Civil3D、AutoCAD、Tekla

Autodesk Data 
Exchanges

1. Project と Hub API
2. MFG と AEC 

プロパティ - 読み取り API
3. データ拡張性

Autodesk Data 
Model

利用可能なサービス



オートデスク イノベーション浸透までの時間

BIM・Digital Prototyping

クラウド サービス

Web API

プラットフォーム

20数年

10数年

7年

？年





プラットフォーム関連セッション

セッション名 開催場所

Day 1 Data Exchange 概要 トレーニングルーム

Day 2 Manufacturing Data Modelの概要 トレーニングルーム

Day 2 AECの分野での今後のAutodeskのクラウドサービスの展望 セミナールーム

Day 2 Autodesk Platform Services で GraphQL を使用して
粒状設計データにアクセス! トレーニングルーム

凡例： 製造共通 建設



Autodesk and the Autodesk logo are registered trademarks or trademarks of Autodesk, Inc., and/or its subsidiaries and/or affiliates in the USA and/or other countries. All other brand names, product names, or trademarks belong to their 
respective holders. Autodesk reserves the right to alter product and services offerings, and specifications and pricing at any time without notice, and is not responsible for typographical or graphical errors that may appear in this document.
© 2023 Autodesk. All rights reserved.


	General Session Day 1�Tokyo
	アジェンダ – Day 1（10月31日） 
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	免責事項
	アジェンダ
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	BMW スマート･ワールドワイド･オブジェクト指向プラットフォーム
	ビジョン
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	���DATA MODEL
	ファイルベースの�コラボレーションは苦痛...
	設計から製造までのデータ管理を�改善する必要
	ファイルを価値あるデータ断片に分割 …
	ファイルを価値あるデータ断片に分割 …
	... そしてそれをクラウドに保存して管理
	共同作業の複雑さを軽減します…
	...チームが使用するツール間で共同作業する方法を標準化
	…あらゆるデザイン製造業界向けのデータ モデルを構築
	Autodesk プラットフォームは基盤を提供 …
	スライド番号 33
	組織間のデータ移動は大変な作業 …
	選別されたデータ交換を通じて�適切なデータを適切な相手に...
	クラウド上のソースデータによる標準化されたコラボレーション
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	オートデスク イノベーション浸透までの時間
	スライド番号 45
	プラットフォーム関連セッション
	スライド番号 47

